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表 紙 第 81号・・・・「え 。が 。お」に勝るものなし 1

きらめく時の中で 。・・・コロナ禍での施設行事
～開所記念会食・季節行事～

虹色の谷から 。・・・・・コロナ禍で気づいた大切なこと
～日々の支援のなかで～

車椅子少し前進・・・・少しずつ前ヘ

やまももDays・ ・・・・・喫茶レクリエーション

青戸にひびく声・・・・・笑顔を増やせる場所

びわのみ・・・・・・・・夏のこども園

友愛会 財務諸表/役員名簿

友愛会後援会 収支決算書

虹のかけはし/伝言板

I(第二やすらぎの郷)

(やすらぎの郷)

(第二やすらぎの郷)

(第三やすらぎの郷)

(楊梅苑)

(おおいワークセンター
)

(大島認定こども国)

(法人本部 )

(友愛会後援会)

勉 藤
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匿髄詭巨光董C道塾 5月 12日開所記念め会食を行いました。
利用者様それぞれが 12回目の開所記念を喜ばれていました。

食事|よお寿司、鶏の唐揚げ、茶椀蒸し、ケーキ 2種が振る舞われ、豪華な食事に舌鼓をう

たれていました。

思い思いの楽しいひと時を過こして頂きました。

5%Ⅷ篭¶‰

ё 盈 簿
‐

・ ・ ..ィ

▲

コロナ禍により外出、外泊、家族との面会が制限される中、施設ではできる限りの季節行

事を設けています。写真撮影の後|よおやつを楽しんでいただきました。コロナが収まるまで

の間、少しでも利用者様に楽しんでいただき、ストレスのない生活を 。・・との思いで、今

後も実施してまいります。

やすらぎ∩郷 白ロ
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虹色の谷から
いつもA世話になとI争 有ι〕雄うごぜいをす。皆様Ⅲ

前回占話した「最高の私」に近づl十 ているでしかう

白l??このコロ十禍で,卜出や行事を中々できないの

で、第二やすらぎの郷でl渉 日々の支援に角を入れて

ι亀書す。当施設の利用者様の殆ごl彦威A利用者様こ

なってιlきす。成A利用者様の支援こιlうこ「今から

友えるのl渉離しい」こ購躇する有もιlる かもしれき

せた。しかし、この半年間で刊円音様が次々こ輝いて

,1く琴をこの日で確認することができをした。綺麗

事でIき なく、AIき いつになっても変わることができ

るこ身をもって感じることができきした。

刊岡昔Attl渉強膚行動障害を行動療法し、自室→件

業室→食堂こ食事をとる場所を共通のスペースヘこ

変えていくことに威珀し書した。普殿の生活、食事の

際もこても落与者いて過ごすこと白ヽ出来てい参‐す。

利用者B様 Iき能れがあι,ながらもⅢ自分ですうの郡
―

苦手で職員に甘えてし書うかうなここうがあっイ色の

ですが、一通ι〕のことを自分でするかうに友わ

“

〕を

した。朝も苦手だったのです白1、 食堂で'白

と
こ~`緒 I罰露

―

事をとるようになι:書 した。自分で配膳をしこ白命で

返す。当たとI前のことだl十 ご、六とむ成長です。本菫

にここにIど書ととれないくらい色々な事「が!ごとるか

うになιlをした。

利用者θ様け強膚行動障害を行動療法でケ7し、施

設での生活を卜と!過ごしやすいかうに支援―してと書

した。以前かし,情緒も落う者と、イライラ:す 0ことも

f)な くな叫移した。お陰で歌券に行ったと:こ生活範

囲t広が叫、00L(生活十の質)と上殉1っ ていと書した。

良いコミュニケーションがこれてきてい参す。

第二やすら,どの郷晉修、夢職種連携.千 ―ム7ヱ

ロー千にれ
―
を入れて↓Iを才:ru用者様に行動庸法が

必専だこ尋元ぼi担当t病院の作業療法士こ連携し

支援有法を考える。そして職員が千―ムこなって同

|じ患を持ちi衰髪を行ってしlきす。きた、OJT(職場

向硼修).t施設一体となって行っていをす。それが今

②矯祭に禁がっているこ感じ書す。

養指港してぃくこιlぅのIき職員が前に出るのでな

く,諄un昔様を士軍白1せることでけ。

「 待つうから」、「引と出すうから」、「導くうから」が六

七耐であるこ、在の事例から感じることが出来書した。

1日手 (刊開昔様)に求めるげかιIじ ゃ、上手くいとき

せた。

として相手の良いこころⅢストレングス(強 DI)を

見ること、引き出すこと。f)しのここでも褒めるこ

と。褒めるここで、たくとん自信をつl十 てもらしlⅢ

じゃあもっこ頑張ううという気持うになって頂くこ

とが重要です。そこ殉1ら新しいことに千ゃレンジで

きることもあι〕をす。そうして導いていl十 ることが

―番の成姉です。これからも第二やす

らごの郷職員―丸こなって、エンパ
イ

η―メント(そ のAれ 持` っている

うからを引き出し海と出させる

サポート)女援を行っていとをい

こ思いきす。
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コロ十という未無nのウイ『とぇがこの世に発生してからもう

採前こう殉常ぃ思うかうに外出白1できな白1っ たと:`ご家族様こ

及びご家族様にlき窮屈で六寮り思いをさせてしきっていをす。

れるかうに、私た●職員lき日々ごうしたらかし

中々外出が出来ない中Ⅲ範回を縮小して

くⅢとんお当たとI前の事とえ書きならず、久しぶιI

しいものを保しておられ書した。

として,卜出れt出来ない分尊施設向での生活れ`楽しくなるよう

した。lR穫された野菜lお食事で提供させて頂と、花l占

きた、施設向での行事を▼かしでも多く開催し楽しい日々 白1選れるよう

年の師句、七夕等。六となシゃボン玉を作ったιIも し書した。 で見た

「とれいやりぁ。」「すごい0ぁ。」こt喜 しとう

る事白亀出来書した。

く ン ゃ

l参義 ひむ察

シ ャ

育てき

を作

書だきだ、ユ
｀A前の生活に戻るにlき時間ね1を専です。

制約毯れに生活の中で、それでも多くの集顔白1許られるか

日々れ`輝くように…

r)しずつ▼かしずつ前へ…

ゴ

瞬つで認触

っl~g蠅 (映

っビ側舗 。

「車簡子 rか
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☆b同に喫茶 L,ワ H」 正一ションが行われ参色′危☆
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みんながいるし、

淋しくない

仕事Iよ嫌ではなし再けど、

しんど七う。

i 忘年会や夏察り1ま楽しい 1

k

働きに来ている。楽

しいしやめたくなしヽ。

す`つと、続けたい I

l動 くこと|よ、しんどい

けど内戦作業甘よ、やり

がもヽを感じる。

一般就労を頑張つている。

働き出して、家庭もうまく

いくようになつた

就職して 2ケ月。

少じひつ仕事も覚え

てきたし。もヽろいろ

経鮫していきたもヽ :

鶏分の体調と作業があつ

かう楽t′紛。体調がPo日題なけれ

1ぶ、磐遇幾動と′たもヽ 仕事|よ、しんどしれ時

もあるけどみんなと

いると楽しい !

いろもヽろな人と、

お話しできること

が楽しもヽ 1

白お房blη“タセン

'“

ロ

みんなと一緒に港動

七,たり、こ飯をたベ

たりできることが楽
しもヽ 1

一国の中で、コー

ヒータイムが一番

の築しみ !

昨年に引き続き、今年もコロナ禍ではありますが、利用者様は毎日おおいワークセンターに出勤され、

様々な作業に取り組まれています。

なかなか外出もできない中、おおいワークセンターと自宅、グループホームの往復だけとなっている利

用者様にとって、「おおいワークセンター」とは、どのような場所なのでしようか。

今回は、一部ではありますが利用者様の声をお届けします。

作業面に関しては、決められた達成可能な目標に向かつて、日々頑張つている為、皆さん「しんどし1」

と思われているようですが、作業、活動を共にする仲間がしれることや、行事を楽しみにされてしれることで、

それがモチベーションアップヘと繋がつているように思います。

制限の多い中で、職員―同、今後もいろしヽろ試行錯誤しながら、利用者様に喜んでいただけるような行

事を計画していき、利用者様の笑顔をふやせる場所でありますように努力していきたしヽと思つています。

いろいろ活動できる

ことが楽しい lJ八どりとして

繊動してもヽる。

仕事 (ま しんどしヽけど、

頑張つているし楽しい
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夏のこども回

か
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交
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こども国の夏はとつてもにぎやかです。子ども達は暑さに負けす、夏ならではの行事や遊びを思い切り楽し

んでいます。今回はその様子をこ紹介します。

さあ夏本番 !!り【組の子ども達 |よ 水

遊びに夢中。まだまだ水しぶきが顔に

かかるのが苦手な子もいたりと、ドキ

ドキの表情も見られますが、水遊びの

時間になると自分のプールバッグを嬉

しそうに指さしたり、得意気に持ち歩

いています。

毎日暑い日が続く中、思い切リプール遊びを楽しんでいます。

プールに入ることを伝えると「やつた一 !」 としヽう喜びの声と共に、

着替えなどの支度をやる気満々で進めてくれる子ども達。お気に入

りの水着を着て “似合うでしょ"と 自慢気にお友だちや保育教諭に

披露してくれます。

プールの中で |よ ワニに変身したり、ホースの水シャワーを頭から

かぶつたり…。潜つて泳ぐ事にチャレンジする子だつています。子

ども達の楽しそうな声が園中に響き渡つています。

,.   毎年恒例の夏の行事。保護者と離れて友だちと生活を共にする事で、友だち同士の仲を深

持ちを育てる事をねらいとしています。毎年内容は様々

(ジ ュース屋さんやスイーツ屋さん、ボーリングなど)、

き、花火もしました。子ども達|よ しヽつもと違つた園での

番しそうでした。夜こ飯|よみんなが大好きなカレーライ

9会話も弾みました。 1日たつぷり遊んだので、就寝時

|よあつという間に夢の中…。そのまま朝までぐつすりでした。お家の方と離れて一夜を過こした子ども達|よ、「お

泊り保育楽しいな～」と余裕の表情。その顔は自信に満ち溢れていました。2日 目|よ身の回りの事を自分でやつ

てみようとする意欲的な姿がたくさん見られました。分からない事や難しい事があると、自分で考えてみたり

友だちと相談し協力し合う場面もあり、成長も感じました。当日まで|よ不安に思つていた子も中に|よいました

が、その気持ちを保育教諭が受け止めながら、期待が膨らむようにと関わつてきました。2日間を通して、た

くさんの物事に “自分で"取り組み、出来た時の満足感や達成感を友だちと一緒に共有し合えた事|よ、きつと

子ども達の大きな自信となつていると思います。

白大島認定ヱピ七園 ■

桃組 (0・ 1歳児) 水・泥んこ

星組 (2・ 3歳児) プール遊び

月組 (4・ 5歳児) お泊り保育|
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令和 2年度 社会福祉法人友愛会 財務諸表
令和 3年 5月 2フ 日開催の理事会にて承認されたものを簡略化した内容となつております

貧借 対 照表 (令和 3年 3月 81日現在) (単位 :円 )

事 業 活動 計 算 書 自令和 2年 4月 1日 至令和 3年 3月 31日   資金収 支 計算書  自令和2年 4月 1日 至令和3年 3月 81日

科目名 金  額

サービス活動増減の都

サービス活動収益計 1,074,784,158

サービス活動費用計 1,084,454,598

サービス活動増減差額 ∠＼9,670,440

サービス活動夕十増減の部

サービス活動外収益計 4,838,331

サービス活動外費用計 11,716,319

サービス活動外増減差額 △6,877,988

経常増減差額 ∠ゝ 16,548,428

特別増減の都

特別収益計 75,994,400

特別費用計 65,890,404

特別増減差額 10,103,996

当期活動増減差額 △6,444,432

線越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額 845,050,735

当期末繰越活動増減差額 838,606,303

ての他の積立金取崩額 40,100,000

その他の積立金積立額 41,370,000

次期繰越活動増減差額 837,336,303

君日名 金 額

事業活動による収支

事業活動収入計 1,077,727,132

事業活動支出計 1,038,640,716

事業活動資金収支差額 39,086,416

施設整備等による収支

施設整備等収入計 10,404,000

施設整備等支出計 28,615,275

施設整備等資金収支差額 △18,211,275

その他の活動によるJ又文

その他の活動収入計 107,585,757

その他の活動支出計 112,785,796

その他の活動資金J又支差額 △5,200,039

当期資金4文支差額合計 15,675,102

前期末支払資金残高 488,813,256

当期末支払資金残高 504,488,358

当法人のホームページでも公開してしヽますのでこ覧くださしヽ

URL i http://www yu― aikai or∫ p/

第 10期 (令和3年 6月 11日現在)役員名簿 理事 。監事 第31期 (令和8年 6月 11日現在)評 議員名簿

資産の部 負債の部

科 H名 金 額 科目名 金 額

流動資産 559,649,157 流動負債 103,183,256

固定資産 1,831,675,335 固定負債 200,845,877

基本財産 1,094,822,763 負債の都合計 3041029,138

その他の固定資産 736,852,572 純資産の部

基本金 145,443,163

国庫補助金等特別積立金 639,895,019

その他の積立金 464,620,874

次期繰越活動増減差額 837,386,303

(う ち当期活動増減差額) △6,444,432

純資産の部合計 2,087,295,359

資産の部合計 2,391,324,492 負債及び純資産の都合計 2,391,324,492

理  事  長 角 野   元  保

業務執行理事 西  川   文  博

理 事 角 野   章 香

理 事 今  井   員  人

理 事 谷  口  新  市

理 事 大  下   良

監 事 吉  田  善  人

監 事 福  尾   達  雄

評  議  員 小  野   泰  孝

評  議  員 福  尾   あ さ子

評  議  員 濱  田  康  夫

評  議  員 桂  田  定 樹

評  議  員 木  村   登 貴子

評  議  員 面  畑   政

評  議  員 立  井   清  隆
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令和 2年度 社会福祉法人友愛会 後援会 収支決算書

【収入の部】

【支出の部】

(単位 :円 )

(単位 1円 )

科 目 予  算  額 決  算  額 差 引 増 減 額 摘 要

/ヽ
費 1,000,000 1,360,000 △360,000 法人・特別・―般

寄  付  金 0 0 0

宋佐  1又   入 2,000 493 1,507 利 追 、

前年度線越金 543,648 543,648 0 繰越金

積 立 金 取 崩 0 0 0

本
計 と,545,648 1,904,141 ∠ゝ358,493

科 目 予  算  額 決  算  額 差 引 増 減 額 す尚 要

事  務  費 103,000 15,302 87,698

消 耗 品 費 8,000 4,620 3,380 ゴム印代他

E「 刷 製 本 費 20,000 0 20,000

会 議  費 50,000 0 50,000 総会諸費用

役 務 費 5,000 4,032 968 振込手数料他

通 信 運 搬 費 20,000 6,650 13,350 残高証明

事  業  費 600,000 0 600,000

地域交流事業費 100,000 0 100,000

文 化 祭 費 200,000 0 200,000

運 営 支 援 費 300,000 0 300,000

繰 入 金 支 出 300,000 300,000 0

友愛会繰入金文出 300,000 300,000 0 友愛会本部

積 立 金 繰 入 300,000 300,000 0

積 立金 繰 入 300,000 300,000 0 福井銀行積立金

予  備  費 242,648 0 242,648

予 備  費 242,648 0 242,648

ノど、 司
‐

1,545.648 615,302 930,346

収入総額

支出総額

¥1,904,141

¥615,302 差31当期繰越金 ¥1,288,889

・友愛会後援会への入会を募集しております (随時)・

友愛会後援会 |よ、社会福祉法人友愛会が運営する施設等を利用されてしヽる児童 ・障害児者・高齢者の福祉と施

設の安定運営を目的に、昭和58年 4月 に設立されました。

主に法人発祥の地おおい町と小浜市を中心に社会福祉法人友愛会の活動に、こ理解 。こ協力を頂けるよう活動

を展開し、更に、社会福祉法人友愛会が行う事業を財政的に援助すると共に、社会福祉事業の一層の発展に寄与

することを目的としております。

この活動をご理解いただき、入会の程、宜しくお願しヽ致します。

友愛会後援会 会長 浜岸 吉満

お問しヽ合わせ |よ 友愛会本部 山口 0フフO-58-0870 まで
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★寄 付

マスク段ボール40個入2箱

タオル

湯浅 文

☆奉仕・交流

散髪

大飯いこい会

法 人 本 部

楊 梅 苑第二やすらぎの郷

令和3年 3月 1日 ～令和3年 8月 31日

☆寄 付

清水 義信

採 用

R03/07/01付 楊 梅 苑

R03/07/01付 やすらぎの郷

R03/07/01付 やすらぎの郷

☆奉仕・交流

散髪

ノ(― トフ)レ

テントウムシ

ピース

★寄 付

布団―式

古川 矢□美

タオルー式

田中 まさえ

☆奉仕・交流

散髪

ピース アコ

地域交流

観音講出講のこ住職

買し刊物ボランティア

退 職

☆寄 付

タオル

田中 美津子

★奉仕・交流

編み物・縫い物

おおし引町婦人福祉協議会

☆奉仕・交流

交流

大島小学校

※敬称 |よ 省略させていただきました

令和3年 6月 1日 ～令不□3年8月 31目

介 護 職 員

生汚支援員

生活支援員

足立 優花

今福 智代

山□ 雄世

R03/06/30付

R03/06/30付

R03/07/25付

R03/07/311寸

R03/03/3+|す

やすらぎの郷

楊 梅  苑

楊 栢  苑

やすらぎの狙[

楊 梅  苑

生汚支援員

介 護 職 員

介 護 職 員

生活支援員

看 護 職 員

瀧澤 淑江

松本 久世

香
　
代
　
緑

香

智

田
　
福
　
山

仲

〈フ

松

今年十よ一年遅れで東京オリンピック・パラリンピックがF升弓催されました。コロナ禍での開催に賛否両論ありましたが、
こ自宅で観戦された方も多かつたので |よないでしょうか。出場選手 |よ昨年からの1年間、体力|よ もちろん(メ ンタルを保
つことにも苦労されたことでしょう。メンタルを保つに|よ 、自己肯定感を高めることが大切だと言われてしヽます。自己肯

定感と|よ 、「自分が自分であることに満足でき、自分を価値ある存在だと受け入れられること」です。これが高tヽ状態に

あればあるほど毎日え)｀充実し、気持ちが安定し、前向きな行動力が湧いてきます。社会の動向により、今とても注目され
てしれるワードでもあります。自己肯定感を高めて、自分自身にいつも「イエス」と言つてあげたいものですね。

伝宮↑原

や す ら ぎ の 郷

友愛会相談支援センター

揚    梅    苑

本   ―   プ

ポ     サレ     ト

⑤
社会福祉法人 友 憂 会

第 二 や す ら ぎ の 郷 大 島 認 定 こ ど も 園

第 二 や す ら ぎ の 郷

おおいワークセンター 大島子育て支援センター

学 重 保 育


